
































































　まず，企業は，資本  と労働  を用いて生産を行う。生産技術は新古典派的な１次同次の粗生産
関数で表される。通常のように，  期における一人当たりの資本ストックを と表し，一人
当たりの産出量を集約型の生産関数を用いて  で表す。  期の資本の実質収益率を ，労働の実
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　ただし， ,  ,   である。資本と労働の代替の弾力性は  で
与えられる。以下では，代替の弾力性が１ より小さい，すなわち，  の場合を考察する。
　次に，各家計は，Cobb-Douglas 型の効用関数を持ち，以下の効用最大化問題に直面する。
　ここで， は実質賃金率で，労働供給は１ である。係数  は，後でみるように，賃金所得
に対する貯蓄割合である。 ,  は，それぞれ  期における，若年期の消費水準，老年期の消費水準
を表す。  は  期の貯蓄水準， は  期の土地需要を表す。  は，地価を価値尺度としたときの  


































である。式（11） および（14），ないし，式（15） で表される世代重複モデルは，基本的に Yokoo（2000） 






























である。すなわち，人口成長率  であるのは，  のときである。  のとき，  相
平面上の点  は，他のパラメータに依存せずに経済系（18） の黄金律定常状態となること
が分かる。このモデルの詳細な動学は Yokoo（2000） で調べられている。重要な性質として，貯蓄係
数 s が十分小さく，β が十分大きいときに，黄金律定常状態が（双曲型の）鞍点であり，かつ，経
済系（18） が黄金律定常状態に関する横断的同宿軌道（transverse homoclinic orbit ）をもつことが分かっ
ている。これは，Poincaré-Smale-Birkhoffの同宿点定理から，この経済系が部分力学系として馬蹄写
像（horseshoe map） をもつことを意味する。更に，βに関するパラメータ族が同宿分岐（homoclinic 





























タを一定として，  を‘現実的な’ 範囲で動かし，対応する分岐図を図２ にプロットしてみる。
　図２ において，  を－ 0.5 から 1.5 まで動かしたときの各  の値に対し，経済系（18） で生成され
る点列  を縦軸にプロットしている。縦に点線を入れてある部分  が，図１ に対応す
る。特殊なパラメータの組合わせではあるが，ここから読み取れるのは，（20）についてのみ言えば，
人口成長率の減少は経済変動の振れ幅を大きくしやすく，人口成長率の増加は逆に経済を安定化させ
る傾向にあるということであろう。  が 0.25 から 0.5 へ増加するにつれて，典型的な（逆方向の）周





































　制御の基準となる人口成長率はゼロ，すなわち，  とする。  時点のρの水準を  と書く。
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　　　  は単位行列 ,
の解を貯蓄係数  の関数とみて，  とする。このとき，与えられた十分大き
な  に対し，十分小さな任意の  に対して，  は実数で，
を満たす。すなわち，黄金律定常状態は鞍点型となる。  を安定固有値，  を不安定固有値，対応
する固有ベクトル  を安定（不安定）固有ベクトルとする。このとき，
と計算できる。  の局所安定多様体は  で安定固有空間に接しているので，ここで線形化した系（23） 
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を使って，  が  の安定固有空間に乗るようにしたい。そのために，  のそれぞれの反変ベク
















　カオス制御を OGY法で行うにあたり，目標の黄金律定常状態  の近傍の大きさ  を予め設定する
必要がある。ある時点  において，  となったとき，  に対し（26）の政策ルー
ルによる制御を続け，  が大きくなるにつれ，  をゼロに近づけたい。ここでは，２種類の 
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On stabilization of chaotic economic growth using
capital nationalization and birth control
Masanori Yokoo
　This paper investigates a policy mix of two macroeconomic policies in an overlapping generations economy 
with production. One policy is that the government nationalizes assets such as productive capital or land and 
lends them perpetually to the private sector. The other one is to control the rate of population growth via e.g. 
birth control. Generally, in a simple OLG economy with no government, the steady states do not necessarily 
satisfy the golden rule, which is a criterion for optimality. However, one of the steady states generated by the 
ﬁrst policy does satisfy the golden rule criterion. Nonetheless, the golden rule steady state does not necessarily 
possess dynamic stability, and may be contained in a chaotic invariant set. Especially, in the last mentioned case, 
we examine how to synchronize the irregularly ﬂuctuating growth paths to the golden rule balanced growth 
path. To do this, our second policy ﬁne-tunes the population growth rate in arbitrarily small amplitude, making 
use of the OGY method, which exploits the features of chaos. 
